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～『第３回 自然環境体験ハイキング』を開催しました～ 

 エコパートナーシップうじたわら自然・生活環境部会

（阪本伊三雄部会長）が、平成１８年７月１６日（日）

に「第３回 自然環境体験ハイキング」を開催しました。 

 梅雨時期でもあり、当日の天候が非常に心配されまし

たが、曇天ではあったものの、ハイキングには支障のな

い天候であり、部会長をはじめ、事務局一同、ホッと胸

を撫でおろしました。 

 当初は１７名の申込みがありましたが、須河車体 株

式会社の中国人研修生１０名が、当日参加で加わってい

ただき、合計２７名の参加者となりました。 

 

       

宝国寺への道中 

  

午前１０時に役場を出発した一行は、宝国寺、丸伍

製茶（茅葺き民家）、宝筺印塔、龍雲寺、御栗栖神社

から、今回のハイキングの目玉である龍王の瀧を目指

しました。 

 山中にあるため、前日までの雨の影響もあり、足元

はぬかるんでいましたが、荘厳な龍王の瀧を見て参加

者の方からは「参加してよかった」という声をいただ

きました。 

 その後、符作公民館で昼食をとり、城田城趾、田原

小学校校門を経由して、役場に戻りました。 

中国の方々と交流をしながら、歴史的名勝や豊かな         御栗栖神社             

自然に触れあえた、大変有意義なハイキングとなりました。       

 次回は１１月頃を予定していますので、会員のみならず、住民の皆さんのご参加をお待ちしています。 

 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇シリーズ『ストップ！地球温暖化！！』◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

～京都府地球温暖化対策条例がスタートしています～ 

○急発進や空ぶかしをやめ、エコドライブに心がけましょう！ 

 

○信号待ちや緊急時などをのぞき、駐停車時はアイドリング・ストップ！ 

 

○自転車、鉄道、バスを利用しましょう！ 

 

 ★1000 ㏄の乗用車によるエコドライブ（余分な荷物 100 ㎏を降ろす。急発進・急加速はしない等）

の実験結果は、普通の運転 7.9 ㎞／Ｌ、「エコドライブ」 11.2 ㎞／Ｌと４割向上（環境省） 

 

 ★同じ車のアイドリング時の燃料消費は 1 分間で 8 ㏄のガソリンを消費（エアコンあり） 

  二酸化炭素 18.9g の排出、10分間のアイドリングで約 10円捨てていることと同じ。 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 



 

会員紹介インタビュー 

   西村 勝美さん（清掃ボランティア・竹ぼうき会代表） 

１．エコパートナーシップうじたわらに入会したきっ 

  かけは 

 

 竹ぼうき会に呼びかけがあり、みんなで相談し、入

会することになりました。 

 

２．入会しての感想は 

 

 地球環境については、誰もが「何とかしなければ、

このままでは」と関心を持っていることですが、幅が

広く、とにかく私たちでできることからやっています。

入会させていただき、心強く思いました。 

「花いっぱい運動」での竹ぼうき会の皆さん 

  

３．現状の環境問題について及び現状打開の対策について 

 

  美化活動をしている立場から、相変わらず信号の周り、国道の道の少し広くなった待機所等のごみ

のポイ捨て、時には家庭ごみを捨てる等、常識のない人に悲観しています。でも、誰かが綺麗にしな

ければごみの山になると思いますので、月１回、汚い所を見回り、掃除することにしています。 

 

４．会社（個人）のアピール 

 

  竹ぼうき会では、当初のメンバーの年齢も段々と高齢化し、作業に危険を伴うようになりました。

最近では５０代～６０代の方が私たちの考え方に賛同していただき、入会していただいております。

みんな美化については関心を持っておられ、終わった後の喜び、惜しまない労力をお互いに誉め称え

ることで、うまくいっていると自己満足しています。 

 

※平成３年４月より「竹ぼうき会」として活動されていますが、前身は西村さんの個人活動から始まり、 

徐々に有志が増えていったそうです。毎月第１木曜日の午前９時３０分から、維中橋横の公園で清掃活

動されています。 

☆エコパートナーシップうじたわら入会のご案内★ 

◆会員の区分 

  ・個人会員＝町民、町内への通勤・通学者、環境に関心のある人 

  ・団体会員＝町内で活動する団体及び法人 

  ・賛助会員＝本会の趣旨に賛同し、活動を支援する個人・団体及び法人 

◆会 費 

  ・個人会員・団体会員については、無料です。 

  ・賛助会員については、活動支援金として年額１口 5,000 円の会費を募ります。 

◆入会の方法 

  ・入会申込書に必要事項を記入し、事務局に申し込んでください。 

◆部 会 

  ・広報部会･･･会報誌の発行、活動報告書の作成、イベント等の啓発 

  ・自然・生活環境部会･･･河川や動植物の学習会、自然観察ファミリーハイキング開催 

  ・循環型社会・地球温暖化防止部会･･･生ごみ処理機の普及啓発、環境家計簿の普及等 

 

応募先・お問い合わせ先：エコパートナーシップうじたわら事務局           

（宇治田原町循環型社会推進室内）            

〒６１０－０２８９ 京都府綴喜郡宇治田原町大字荒木小字西出１０ 

TEL ０７７４－８８－６６３５ FAX ０７７４－８８－３２３１ 

E メール：junkan@town.ujitawara.kyoto.jp 
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